
(57)【要約】

【課題】スキンパスミルやテンションレベラで金属帯の

形状を矯正するラインに設置され、通板中の金属帯に張

力を与えるブライドル装置であって、狭い敷地でも設置

することができ、それによって、ラインに新たな設備の

設置を可能にする等、ラインのスペースの効率的な使用

を可能とするブライドル装置を提供する。

【解決手段】入側ブライドル装置２１及び出側ブライド

ル装置２２が、複数のブライドルロールを略鉛直方向に

配置したロール列を通板方向に２列備えたブライドル装

置である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 通 板 中 の 金 属 帯 に 張 力 を 与 え る ブ ラ イ ド ル 装 置 で あ っ て 、 複 数 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が 略
垂 直 方 向 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ブ ラ イ ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 複 数 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が 略 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ て い る ロ ー ル 列 は 、 金 属 帯 の 通 板 方 向
に 沿 っ て ２ 列 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ブ ラ イ ド ル 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ス キ ン パ ス ミ ル の 入 側 及 び 出 側 の い ず れ に お い て も 、 水 平 方 向 に 対 し て わ ず か に 傾 斜 し
て 配 置 さ れ 、 順 次 連 続 し て 金 属 帯 が 巻 き 付 け ら れ る 一 対 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が 略 垂 直 方 向
に ２ 段 以 上 重 ね て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ブ ラ イ ド ル 装 置 。   
                                                                              
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス キ ン パ ス ミ ル や テ ン シ ョ ン レ ベ ラ で 金 属 帯 の 形 状 を 矯 正 す る 際 に 、 金 属 帯
に 張 力 を 与 え る ブ ラ イ ド ル 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 金 属 帯 、 例 え ば 、 熱 延 鋼 帯 に 対 し 、 目 標 と す る 平 坦 度 を 付 与 す る た め に 、 従 来 か ら ス キ
ン パ ス ミ ル に よ る ス キ ン パ ス 圧 延 に よ っ て 、 鋼 帯 に 対 す る 平 坦 度 の 矯 正 が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ２ は 、 ス キ ン パ ス ミ ル を 備 え た ラ イ ン を 示 す も の で あ り 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 け て
、 入 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ５ １ 、 ス キ ン パ ス ミ ル １ １ 、 出 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ５ ２ が こ の 順 に 配
置 さ れ て い る 。 入 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ５ １ で は 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 け て 、 Ｎ ｏ ． １ ロ ー
ル ５ １ ａ 、 Ｎ ｏ ． ２ ロ ー ル ５ １ ｂ 、 Ｎ ｏ ． ３ ロ ー ル ５ １ ｃ の ３ 本 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が そ
の 順 に 配 列 さ れ て お り 、 出 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ５ ２ で は 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 け て 、 Ｎ ｏ
． ２ ロ ー ル ５ ２ ｂ 、 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ５ ２ ａ 、 Ｎ ｏ ． ４ ロ ー ル ５ １ ｄ 、 Ｎ ｏ ． ３ ロ ー ル ５ １
ｃ の ４ 本 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が そ の 順 に 配 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な ラ イ ン に お い て 、 ラ イ ン を 通 板 す る 鋼 帯 １ ０ は 、 ス キ ン パ ス ミ ル １ １ の 入 側
で 、 入 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ５ １ の ３ 本 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル に 、 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ５ １ ａ 、 Ｎ ｏ
． ２ ロ ー ル ５ １ ｂ 、 Ｎ ｏ ． ３ ロ ー ル ５ １ ｃ の 順 で 巻 き 付 け ら れ る と と も に 、 ス キ ン パ ス ミ
ル １ １ の 出 側 で 、 出 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ５ １ の ４ 本 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル に 、 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル
５ ２ ａ 、 Ｎ ｏ ． ２ ロ ー ル ５ ２ ｂ 、 Ｎ ｏ ． ３ ロ ー ル ５ ２ ｃ 、 Ｎ ｏ ． ４ ロ ー ル ５ ２ ｄ の 順 で 巻
き 付 け ら れ る 。 そ し て 、 入 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ５ １ の 各 ロ ー ル ５ １ ａ ～ ５ １ ｃ と 出 側 ブ ラ イ
ド ル 装 置 ５ ２ の 各 ロ ー ル ５ ２ ａ ～ ５ ２ ｄ の 回 転 速 度 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 通 板 中 の 鋼
帯 １ ０ に 所 定 の 張 力 が 加 え ら れ る よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 鋼 帯 １ ０ は 、 所 定 の 張
力 が 加 え ら れ た 状 態 で ス キ ン パ ス ミ ル １ １ に よ り ス キ ン パ ス 圧 延 さ れ 、 そ の 形 状 が 矯 正 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 熱 延 鋼 帯 の 平 坦 度 に 対 す る 要 求 は 、 近 年 ま す ま す 厳 し く な り つ つ あ る と
と も に 、 自 動 車 用 鋼 板 を 中 心 と し て ハ イ テ ン 材 な ど の 硬 質 鋼 帯 の 比 率 が 増 加 し て い る 。 熱
延 鋼 帯 の 代 表 的 な サ イ ズ は 、 板 厚 １ ． ０ ～ ６ ． ５ ｍ ｍ 、 板 幅 ５ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 と
極 め て 広 範 囲 に わ た っ て お り 、 ま た 、 そ の 強 度 レ ベ ル も 、 ３ ０ ０ ～ ８ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ と 、 軟 質
鋼 板 か ら 硬 質 鋼 板 ま で 広 い 範 囲 に わ た っ て い る 。 し た が っ て 、 こ の よ う な サ イ ズ 及 び 強 度
レ ベ ル が 広 範 囲 の 熱 延 鋼 帯 に 対 し 、 ス キ ン パ ス 圧 延 だ け で は 、 上 述 し た 厳 し い 平 坦 度 に 対
す る 要 求 に 対 応 す る こ と が 困 難 に な っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 状 況 に お い て 、 熱 延 鋼 帯 に 対 し 、 高 度 の 平 坦 度 を 確 保 す る た め に 、 ス キ ン パ
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ス ミ ル の 下 流 側 に テ ン シ ョ ン レ ベ ラ を 設 置 し て 、 ス キ ン パ ス ミ ル と テ ン シ ョ ン レ ベ ラ の 両
者 で 熱 延 鋼 帯 の 形 状 を 矯 正 す る こ と が 行 わ れ る よ う に な っ て き た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参
照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ３ は 、 ス キ ン パ ス ミ ル の 下 流 側 に テ ン シ ョ ン レ ベ ラ が 設 置 さ れ た ラ イ ン を 示 す も の で
あ り 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 け て 、 入 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ５ １ 、 ス キ ン パ ス ミ ル １ １ 、 テ ン
シ ョ ン レ ベ ラ １ ２ 、 出 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ５ ２ が こ の 順 に 配 置 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ７ ６ ５ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 、 例 え ば 、 図 ２ に 示 し た よ う な 既 設 の ラ イ ン に お い て 、 ス キ ン パ ス ミ ル の 下 流 側
に 新 た に テ ン シ ョ ン レ ベ ラ を 設 置 し よ う と し て も 、 ラ イ ン の ス ペ ー ス に 余 裕 が な く 、 そ の
ま ま で は 、 テ ン シ ョ ン レ ベ ラ を 設 置 す る こ と が 困 難 な 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し た が っ て 、 ス キ ン パ ス ミ ル の 下 流 側 に テ ン シ ョ ン レ ベ ラ を 設 置 す る た め に は 、 ブ ラ イ
ド ル 装 置 の 設 置 面 積 （ 敷 地 ） を 削 減 す る 必 要 が あ り 、 狭 い 敷 地 で も 設 置 可 能 な ブ ラ イ ド ル
装 置 が 求 め ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 ス キ ン パ ス ミ ル や テ ン シ ョ
ン レ ベ ラ で 金 属 帯 の 形 状 を 矯 正 す る ラ イ ン に 設 置 さ れ 、 通 板 中 の 金 属 帯 に 張 力 を 与 え る ブ
ラ イ ド ル 装 置 で あ っ て 、 狭 い 敷 地 で も 設 置 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 、 ラ イ ン に 新 た
な 設 備 の 設 置 を 可 能 に す る 等 、 ラ イ ン の ス ペ ー ス の 効 率 的 な 使 用 を 可 能 と す る ブ ラ イ ド ル
装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ［ １ ］ 通 板 中 の 金 属 帯 に 張 力 を 与 え る ブ ラ イ ド ル 装 置 で あ っ て 、 複 数 の ブ ラ イ ド ル ロ ー
ル が 略 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ブ ラ イ ド ル 装 置 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ［ ２ ］ 複 数 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が 略 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ て い る ロ ー ル 列 は 、 金 属 帯 の 通
板 方 向 に 沿 っ て ２ 列 で あ る こ と を 特 徴 と す る 前 記 ［ １ ］ に 記 載 の ブ ラ イ ド ル 装 置 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ［ ３ ］ ス キ ン パ ス ミ ル の 入 側 及 び 出 側 の い ず れ に お い て も 、 水 平 方 向 に 対 し て わ ず か に
傾 斜 し て 配 置 さ れ 、 順 次 連 続 し て 金 属 帯 が 巻 き 付 け ら れ る 一 対 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が 略 垂
直 方 向 に ２ 段 以 上 重 ね て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 前 記 ［ １ ］ に 記 載 の ブ ラ イ ド ル
装 置 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の ブ ラ イ ド ル 装 置 に お い て は 、 複 数 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が 略 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ
て い る の で 、 複 数 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が 通 板 方 向 に 配 置 さ れ て い る 従 来 の ブ ラ イ ド ル 装 置
に 比 べ て 、 狭 い 敷 地 で も 設 置 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 ラ イ ン に 新 た な 設 備 を 設 置 す
る こ と が で き る 等 、 ラ イ ン の ス ペ ー ス の 効 率 的 な 使 用 が 可 能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま ず 、 本 発 明 で い う 略 垂 直 方 向 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 設 置 ス ペ ー ス の 効 率 的 な 利 用 と い う 点 か ら 、 入 側 、 出 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 各 々 の 複 数 の ブ
ラ イ ド ル ロ ー ル の 回 転 軸 が 床 面 （ 水 平 面 ） に 対 し て 垂 直 な 面 上 に 配 置 さ れ て い る こ と が 好
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ま し い が 、 必 ず し も 完 全 に 垂 直 （ ９ ０ ° ） で あ る 必 要 は な く 、 略 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ て い
れ ば よ い 。 ブ ラ イ ド ル ロ ー ル の ロ ー ル 径 や 所 望 の 張 力 に 応 じ て 、 床 面 （ 水 平 面 ） に 対 し て
９ ０ ° ± １ ５ ° 程 度 以 内 と な る よ う に 配 置 す れ ば 、 設 置 ス ペ ー ス の 効 率 的 使 用 が 可 能 に な
る 。 す な わ ち 、 本 発 明 に お い て 、 略 垂 直 と は ９ ０ ° ± １ ５ ° 程 度 を 意 味 す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 以 下 に 述 べ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る ラ イ ン の 設 備 配 置 を 示 し た も の で あ り 、 図 ２ に 示
し た ラ イ ン に お い て 、 ス キ ン パ ス ミ ル １ １ の 下 流 側 に テ ン シ ョ ン レ ベ ラ １ ２ を 設 置 し た 場
合 で あ る 。 上 流 側 か ら 下 流 側 に 向 け て 、 入 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ２ １ 、 ス キ ン パ ス ミ ル １ １ 、
テ ン シ ョ ン レ ベ ラ １ ２ 、 出 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ２ ２ が こ の 順 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 入 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ２ １ が 、 鉛 直 方 向 に ２ 本 の ブ ラ
イ ド ル ロ ー ル が 配 置 さ れ た ロ ー ル 列 を 、 鋼 帯 １ ０ の 通 板 方 向 に 沿 っ て ２ 列 備 え て い る 。 す
な わ ち 、 Ｎ ｏ ． ２ ロ ー ル ２ １ ｂ と Ｎ ｏ ． ４ ロ ー ル ２ １ ｄ の ２ 本 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が 鉛 直
方 向 に 配 置 さ れ た 上 流 側 の ロ ー ル 列 と 、 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ２ １ ａ と Ｎ ｏ ． ３ ロ ー ル ２ １ ｃ の
２ 本 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が 鉛 直 方 向 に 配 置 さ れ た 下 流 側 の ロ ー ル 列 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で 、 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ２ １ ａ と Ｎ ｏ ． ２ ロ ー ル ２ １ ｂ が 一 対 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル で あ
り 、 こ の 順 で 鋼 帯 １ ０ が 順 次 連 続 し て 巻 き 付 け ら れ る 。 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ２ １ ａ と Ｎ ｏ ． ２
ロ ー ル ２ １ ｂ は 、 水 平 方 向 に 対 し て わ ず か に 傾 斜 し て 配 置 さ れ て い る 。 一 対 の ブ ラ イ ド ル
ロ ー ル を 完 全 に 水 平 に 配 置 し た 場 合 に は 、 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ２ １ ａ に 巻 き 付 く 前 に 鋼 帯 １ ０
が Ｎ ｏ ． ２ ロ ー ル ２ １ ｂ に 接 触 し て し ま う た め 、 こ れ を 避 け る よ う に 配 置 し て あ る 。 す な
わ ち 、 水 平 方 向 に 対 し て わ ず か に 傾 斜 し て 配 置 す る と は 、 上 記 の よ う な 接 触 が 避 け ら れ る
程 度 に 配 置 す る こ と を 意 味 し 、 ロ ー ル 径 や 所 望 の 巻 き 付 け 角 に 応 じ て 適 宜 調 整 す れ ば よ い
。 通 板 中 の 鋼 板 １ ０ の 下 面 と Ｎ ｏ ． ２ ロ ー ル ２ １ ｂ に 巻 き 付 い た 鋼 帯 １ ０ の 上 面 の 間 に 数
ｃ ｍ 程 度 の 間 隔 が 設 け ら れ る よ う に 配 置 す る の が よ い 。 さ ら に 、 Ｎ ｏ ． ３ ロ ー ル ２ １ ｃ と
Ｎ ｏ ． ４ ロ ー ル ２ １ ｄ が 一 対 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル で あ り 、 同 様 の 位 置 関 係 に あ る 。 そ し て
、 こ れ ら 一 対 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル ２ 組 が 垂 直 方 向 に ２ 段 重 ね て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 出 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ２ ２ が 、 鉛 直 方 向 に ３ 本 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が 配 置 さ れ た ロ
ー ル 列 を 、 鋼 帯 １ ０ の 通 板 方 向 に 沿 っ て ２ 列 備 え て い る 。 す な わ ち 、 Ｎ ｏ ． ２ ロ ー ル ２ ２
ｂ と Ｎ ｏ ． ４ ロ ー ル ２ ２ ｄ と Ｎ ｏ ． ６ ロ ー ル ２ ２ ｆ の ３ 本 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が 鉛 直 方 向
に 配 置 さ れ た 上 流 側 の ロ ー ル 列 と 、 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ２ ２ ａ と Ｎ ｏ ． ３ ロ ー ル ２ ２ ｃ と Ｎ ｏ
． ５ ロ ー ル ２ ２ ｅ の ３ 本 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル が 鉛 直 方 向 に 配 置 さ れ た 下 流 側 の ロ ー ル 列 と
を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 出 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ２ ２ に お い て も 、 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ２ ２ ａ と Ｎ ｏ ． ２ ロ ー ル ２ ２ ｂ 、
Ｎ ｏ ． ３ ロ ー ル ２ ２ ｃ と Ｎ ｏ ． ４ ロ ー ル ２ ２ ｄ 、 Ｎ ｏ ． ５ ロ ー ル ２ ２ ｅ と Ｎ ｏ ． ６ ロ ー ル
２ ２ ｆ が そ れ ぞ れ 一 対 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル を 形 成 し 、 各 々 の 位 置 関 係 は 入 側 と 同 様 で あ り
、 こ の 実 施 形 態 で は 、 出 側 に つ い て は ３ 段 重 ね て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 の よ う な ラ イ ン に お い て 、 通 板 す る 鋼 帯 １ ０ は 、 ス キ ン パ ス ミ ル １ １ の 入 側 で 、 入
側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ２ １ の ４ 本 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル に 、 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ２ １ ａ 、 Ｎ ｏ ． ２ ロ
ー ル ２ １ ｂ 、 Ｎ ｏ ． ３ ロ ー ル ２ １ ｃ 、 Ｎ ｏ ． ４ ロ ー ル ２ １ ｄ の 順 で 巻 き 付 け ら れ る と と も
に 、 テ ン シ ョ ン レ ベ ラ １ ２ の 出 側 で 、 出 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ２ １ の ６ 本 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル
に 、 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ２ ２ ａ 、 Ｎ ｏ ． ２ ロ ー ル ２ ２ ｂ 、 Ｎ ｏ ． ３ ロ ー ル ２ ２ ｃ 、 Ｎ ｏ ． ４ ロ
ー ル ２ ２ ｄ 、 Ｎ ｏ ． ５ ロ ー ル ２ ２ ｅ 、 Ｎ ｏ ． ６ ロ ー ル ２ ２ ｆ の 順 で 巻 き 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 入 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ２ １ の 各 ロ ー ル ２ １ ａ ～ ２ １ ｄ と 出 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ２ ２
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の 各 ロ ー ル ２ ２ ａ ～ ２ ２ ｆ の 回 転 速 度 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 通 板 中 の 鋼 帯 １ ０ に 所 定
の 張 力 が 加 え ら れ る よ う に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 鋼 帯 １ ０ は 、 所 定 の 張 力 が 加 え ら れ
た 状 態 で ス キ ン パ ス ミ ル １ １ に よ り ス キ ン パ ス 圧 延 さ れ 、 テ ン シ ョ ン レ ベ ラ １ ２ に よ り 繰
り 返 し 曲 げ を 受 け て 、 そ の 形 状 が 矯 正 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 の よ う に し て 、 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 入 側 ブ ラ イ ド ル 装 置 ２ １ 及 び 出 側 ブ ラ イ
ド ル 装 置 ２ ２ が 、 ２ ～ ３ 個 の ブ ラ イ ド ル ロ ー ル を 鉛 直 方 向 に 配 置 し た ロ ー ル 列 を 通 板 方 向
に ２ 列 備 え た ブ ラ イ ド ル 装 置 （ 水 平 方 向 に 対 し て わ ず か に 傾 斜 し て 配 置 さ れ た 一 対 の ブ ラ
イ ド ル ロ ー ル を 垂 直 方 向 に ２ ～ ３ 段 重 ね た ブ ラ イ ド ル 装 置 ） で あ る の で 、 ３ ～ ４ 個 の ブ ラ
イ ド ル ロ ー ル が 通 板 方 向 に 配 置 さ れ て い る 従 来 の ブ ラ イ ド ル 装 置 ５ １ 、 ５ ２ に 比 べ て 、 設
置 面 積 が 少 な く て 済 み 、 そ の 結 果 、 ス キ ン パ ス ミ ル １ １ の 下 流 側 に 新 た に テ ン シ ョ ン レ ベ
ラ １ ２ を 設 置 す る 敷 地 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 鉛 直 方 向 に 配 置 す る ブ ラ イ ド ル ロ ー ル の 個 数 を あ ま り 多 く す る と 設 備 コ ス ト が 高
く な り 、 通 板 方 向 の ロ ー ル 列 を 多 く す る と 設 置 面 積 が 増 え る の で 、 ロ ー ル 列 は ２ 列 と し て
、 所 望 の 張 力 が 得 ら れ る よ う に 、 鉛 直 方 向 に 配 置 す る ブ ラ イ ド ル ロ ー ル の 個 数 を 定 め る の
が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 技 術 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 他 の 従 来 技 術 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ ０ 　 鋼 板
　 １ １ 　 ス キ ン パ ス ミ ル
　 １ ２ 　 テ ン シ ョ ン レ ベ ラ
　 ２ １ 　 入 側 ブ ラ イ ド ル 装 置
　 ２ １ ａ ～ ２ １ ｄ 　 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ～ Ｎ ｏ ． ４ ロ ー ル
　 ２ ２ 　 出 側 ブ ラ イ ド ル 装 置
　 ２ ２ ａ ～ ２ ２ ｆ 　 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ～ Ｎ ｏ ． ６ ロ ー ル
　 ５ １ 　 入 側 ブ ラ イ ド ル 装 置
　 ５ １ ａ ～ ５ １ ｃ 　 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ～ Ｎ ｏ ． ３ ロ ー ル
　 ５ ２ 　 出 側 ブ ラ イ ド ル 装 置
　 ５ ２ ａ ～ ５ ２ ｄ 　 Ｎ ｏ ． １ ロ ー ル ～ Ｎ ｏ ． ４ ロ ー ル                                 
                                                

10

20

30

(5) JP 2006-239751 A 2006.9.14



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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